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               日 時 令和２年９月 14 日（月）５校時 実施  
                    生 徒 旭川市立向陵小学校 ３年２組 28 名 
                    指導者 上 野 真 吾 
 
１ 単元名  「はじめて知ったことを知らせよう」 

「鳥になったきょうりゅうの話」   （光村図書 ３年） 
 

２ 単元について 
⑴⑴ 教材観  

本単元に関わる学習指導要領の目標および内容（抜粋）は，次のとおりである。 

低学年までの児童が手に取る本は，物語などの文学的な文章に偏っていることが少なく

ない。触れることのあまりなかったであろうジャンルの作品に目を向け，読書の幅を広げ

るきっかけとして図鑑や科学的な読み物を教材として扱う。普段，自分達が目にしている

鳥が恐竜に進化しているということは，多くの児童にとって意外な事実である。これまで

知らなかったことを知り，喜びを味わうことができる教材である。また，これまで知らな

かったことへの興味は人それぞれ視点が違い，自分と他者の興味のもち方の違いやどちら

もよいという自己肯定すること，認め合うことのよさにも気付くことができる教材であ

る。  

この教材をきっかけに，自分の興味のある科学的な事柄に目を向け，本を選び，読む力

を身に付けたい。さらに，本を読むと知識が増えることに喜びを感じ，もっと本を読んで

知識を得たいという意欲や友達の読んだ本の面白さを自分も味わいたいという意欲を引き

出し，読書の楽しさを感じながら幅広く読書をする態度を養うことをねらう。 

 

児童が思考して問い続ける姿を目指すために， 

児童の意識に沿って思考が連続する過程を重視した学習 

【学習指導要領】～第３学年及び第４学年（国語科）の目標と内容～ 
１ 目 標 

⑴ 日常生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の言語文化に親しんだり理解

したりすることができるようにする。 

⑵ 筋道立てて考える力や豊かに感じたり想像したりする力を養い，日常生活における人との関わり

の中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えをまとめることができるようにする。 

⑶ 言葉がもつよさに気付くとともに，幅広く読書をし，国語を大切にして，思いや考えを伝え合お

うとする態度を養う。 
２ 内 容 
  【知識及び技能】の内容 

 ⑶ 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

〇読書 

オ 幅広く読書に親しみ，読書が，必要な知識や情報を得ることに役立つことに気付くこと。 

  

【思考力，判断力，表現力等】の内容 

 C 読むこと 

⑴ 読むことに関する次の事項を身に付けることができるように指導する。 

〇共有 

カ 文章を読んで感じたことや考えたことを共有し，一人一人の感じ方などに違いがあることに気付

くこと。 

⑵ ⑴に示す事項については，例えば，次のような言語活動を通して指導するものとする。 

  ウ 学校図書館などを利用し，事典や図鑑などから情報を得て，分かったことなどをまとめて説明す

る活動。 
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⑵⑵ 児童観 
取り組む内容が明確であったり，例示がされていたりすると，意欲的に取り組むことが

できる児童が多い。一方で，自信がないことであると，友達の意見に頼ってしまうことが

ある。 
読書に関しては，学習マンガや低学年向けの物語を多く読んでいる印象である。科学的

な読み物を読んで，知見を広げようとしている児童はほとんどいない。 
 

 

⑶ 指導観 

本単元では，「本を読むことで新しいことを知ることができた」という経験を積ませた

い。 
単元の指導に当たっては，まず，「鳥になったきょうりゅうの話」を読むことで，「科学

的読み物を読むと新しいことを知ることができる」という実感を味わわせ，その後，児童

一人一人が興味をもった本についての紹介カードを作ることで，相手や目的を意識して読

書を行えるように働き掛けていきたい。そして，友達との考え方の違いや友達が選んだ本

への興味を膨らませ，さらに読書の幅を広げていくことができるようにしていきたい。 
 

⑷ 学びの基盤 

学びの基盤に関わり，本学級では以下の点を大切にしてきた。 
① 「教室環境の整備」について 

   ・集中して学習に取り組めるように，教室前面の壁面には提示物を貼らないように

した。 
   ・全員の理解を促すために，ICT の活用を心掛けてきた。 
  ② 「学習規律の確立」について 
   ・授業開始までに，教科書，ノート，鉛筆などの準備ができるように指導してき

た。 
   ・始業のチャイムと同時に授業を始められるように，指導を行ってきた。 
  ③ 「支持的風土の醸成」について 
   ・学習の振り返りを発表した後には，拍手をしたり，「同じです」と反応したりす

るように指導を続けてきた。 
 

３ 単元の目標   
⑴ 幅広く読書に親しみ，読書が，必要な知識や情報を得ることに役立つことに気付くこと

ができる。                           （知識及び技能） 
⑵ 文章を読んで感じたことや考えたことを共有し，一人一人の感じ方などに違いがあるこ

とに気付くことができる。              （思考力，判断力，表現力等） 
⑶ 言葉がもつよさに気付くとともに，幅広く読書をし，国語を大切にして，思いや考えを

伝え合おうとする。                 （学びに向かう力，人間性等） 
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